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↓ 空家問題について町職員に質問し、説明を受ける児童たち

7 月 11 日に、町内の 3 小学校合同 ｢ 美浜の課題調
査 ｣ が町役場やなびあすで行われました。
　同活動は、ふるさとへの愛着やコミュニケーションス
キルの向上等を目的とする ｢ ふるさと美浜元気プロジェ
クト ｣ の一環で行われたものです。
　各小学校の6年生約60人は、町職員等に質問をして、
町の課題や取り組みについて理解を深めていました。

ふるさと美浜元気プロジェクト

3校合同｢美浜の課題調査｣

コラボほしまつり
4 年ぶりに駅前でイベントを開催

7 月 2 日に、コラボほしまつりがＪＲ美浜駅及び隣接する町
観光センターや道の駅若狭美浜はまびよりで行われました。
　この催しは、美浜駅前の活性化を目的とした団体 ｢ 美浜
駅前イベント実行委員会｣が4年ぶりに開催したものです。
　会場では、折り紙の七夕飾り作りやダンスの披露に加え、
大判焼きやキッチンカーによるおろしそばの販売等が行わ
れ、多くの来場者で賑わっていました。( 関連第 25 頁 )

↓ヨーヨー釣りを楽しむ来場者たち

↑はまびより ( 海の広場 ) で行われたヒップホップダンス

↓お神酒 ･ 花束・スイカの投海

7 月 3 日に、( 一社 ) 若狭美浜観光協会による浜開
き式が、早瀬海水浴場で行われました。
　式には、町や警察、消防、海上保安庁の関係者等が
出席し、玉串を奉納後、テープカットとお神酒 ･花束 ･
スイカの投海が行われました。
　牧野巧観光協会副会長は ｢ 皆さんのご協力をいただ
き夏季シーズンの誘客を図りたい ｣と話されていました。

町内海水浴場の千客万来と安全を祈願

浜開き式浜開き式

↓ 準決勝 ( 郷市 対 河原市 )

6 月 18 日に、第 58 回美浜町民ソフトボール大
会が総合運動公園多目的グラウンドで行われました。
　トーナメント戦で行われた大会には、町内から
5 チーム約 80 人が参加し、決勝戦では、息詰まる投
手戦の末、郷市チームが勝利を収めました。
　大会結果は次のとおりです。
優勝 郷市 　準優勝 南市 　第 3 位 河原市、佐田

晴天の下で繰り広げられる熱戦

第58回町民ソフトボール大会

↓町の防災担当職員と意見交換を行う参加者たち

6 月 25 日に、日向区自主防災会による防災研修会が
日向漁村センターで行われました。
　研修会では、区民の防災意識向上を目的に、自主防災
組織の役割や津波・土砂災害ハザードマップの活用方法
の説明等が行われました。
　参加した区民らは、活発な意見交換を行い、有事の際
に備えていました。

有事に備えて

日向区自主防災会 防災研修会日向区自主防災会 防災研修会

↓勢いよくスタートする参加者たち

6 月 25 日に、若狭路レインボーヒルクライムが県道
三方五湖レインボーライン線で開催されました。
　本大会は、サイクリングを通して三方五湖や日本海
等の自然の魅力を感じてもらうことを目的に三方五湖
DMO ㈱が開催したもので、約 290 人が参加しました。
　参加者は、普段自転車で通行できないレインボーライ
ンを駆け上がり、山頂からの絶景を堪能していました。

三方五湖や日本海を背に銀輪で頂へ

若狭路レインボーヒルクライム

↓保護者に教わりながら赤ちゃんを抱っこする生徒たち

7 月 5 日、7 日、11 日に、赤ちゃん抱っこ体験が美
浜中学校で行われました。
　この催しは、中学 3 年生を対象に赤ちゃんやその保護
者とふれあうことで、将来の育児について考えるきっか
けにしてもらおうと美浜中学校と町が実施したものです。
　生徒たちは、保護者等からの助言を受けながら慎重に
赤ちゃんを抱きかかえ、命の尊さを感じていました。

命の重さを実感

美浜中学校 赤ちゃん抱っこ体験
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美浜町のニュース
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■ お問い合わせ先
　町エネルギー政策課
　(担当･三田)☎32‐6716

福井放送株式会社と
｢防災減災パートナーシップに関する協定｣を締結

(

Ｆ
Ｂ
Ｃ)

が
、
防
災
減
災
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時
の

情
報
発
信
力
強
化
や
平
常
時
の
防

災
・
減
災
に
関
す
る
啓
発
活
動
の

効
果
向
上
を
目
的
に
、
福
井
放
送

が
県
内
の
各
市
町
と
締
結
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

協
定
に
は
、災
害
発
生
時
の
情
報

発
信
や
平
常
時
の
啓
発
活
動
へ
の

協
力
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
の
情
報
発
信
で

は
、
福
井
放
送
が
町
か
ら
の
要
請

に
応
じ
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携
帯
電
話
ア
プ

リ
等
で
情
報
発
信
を
行
う
ほ
か
、

災
害
状
況
等
を
町
職
員
が
リ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

啓
発
活
動
へ
の
協
力
と
し
て

は
、
防
災
士
の
資
格
を
有
す
る
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
や
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
等

が
町
内
の
保
育
園
や
小
・
中
学
校

で
防
災
に
関
す
る
出
前
講
座
を
開

催
す
る
ほ
か
、
町
職
員
が
防
災
・

減
災
へ
の
取
り
組
み
を
ラ
ジ
オ
や

テ
レ
ビ
等
で
発
信
す
る
機
会
が
提

供
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
町
で
は
本
協
定
に
基
づ

き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

月
15
日
に
、
町
役
場
で
町

と
福
井
放
送
株
式
会
社

↑協定を交わした戸嶋町長 ( 左 ) と
　池内福井放送株式会社代表取締役社長 ( 右 )

↑みずうみ保育園で啓発物品を手渡す隊員たち

社会を明るくする運動キャラバン隊 巡回実施
犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ ■ お問い合わせ先

　町住民環境課(担当･山本)
　☎32‐6703

ン
隊
の
出
発
式
を
町
役
場
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、犯
罪
の
な
い
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。今
回
は
、7
月
の
強
調
月
間

に
合
わ
せ
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
に
は
、
敦
賀
地
区
保

護
司
会
美
浜
支
部
や
美
浜
地
区

更
生
保
護
女
性
会
等
で
構
成
さ

れ
る
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

7
月
6
日
に｢

社
会
を
明
る

く
す
る
運
動｣

キ
ャ
ラ
バ

実
施
委
員
会
か
ら
計
12
名
が
参

加
。
実
施
委
員
長
の
戸
嶋
町
長

は｢

町
民
1
人
ひ
と
り
に
こ
の
活

動
の
趣
旨
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
。
こ
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
少
し
ず
つ
で
も
町
民
に
広

が
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る｣

と
激

励
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
終
了
後
、
隊
員
ら
は
2

班
に
分
か
れ
て
町
内
の
保
育
園
や

各
小･

中
学
校
、
美
方
高
校
、
嶺

南
東
特
別
支
援
学
校
を
巡
回
し
、

啓
発
物
品
を
手
渡
し
な
が
ら
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
地
域
づ
く
り
を

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

↑出発式であいさつをする山口憲人副委員長

申込受付期間

令和5年

8/3(木)17:15 まで

平成6年4月2日以降に
生まれた方

年齢要件

お問い合わせ先

町総務課　(担当・関口) 　☎32‐6700

1次試験日程

令和5年

9/17(日)8:45 から

詳細はこちら

区分 事務 事務
( 情報 )

事務
( 移住・定住 )

土木技師 学芸員 保育士

採用予定
人数 4 名 1 名 2 名 2 名 1 名 2 名

｢A
エーアイ

I｣ではなく

｢地域愛
あ い

｣でつくるまち
2019年入庁/事務 2023年入庁/保育士 2023年入庁/事務 2012年入庁/保健師 2023年入庁/事務

2023年入庁/事務

◇試験区分・採用予定人数

美浜町職員募集
令和6年4月1日採用予定
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 ☎　0770-32-1111( 代表 )
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美浜町役場

お
知
ら
せ

下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は

　
　
　
　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

下
水
道
は
、
自
然
や
皆
さ
ん
の
生
活
環

境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
公
共
の
財
産

で
す
。
下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は
、
一

人
ひ
と
り
が
十
分
に
注
意
し
て
、
大
切
に

正
し
く
使
用
し
な
け
れ
ば
故
障
の
原
因
と

な
り
、
設
備
の
寿
命
を
縮
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
設
備
の
長
寿
命
化
の
た
め
、
設

備
を
正
し
く
利
用
す
る
と
と
も
に
、
定
期

的
な
点
検
と
清
掃
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
野
菜
く
ず
や
食
べ
残
し
等
の
生
ご
み

は
、
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
使
用
後
の
天
ぷ
ら
油
は
、異
物
を
取
り

除
き
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
に
入
れ
て
、最

寄
り
の
回
収
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
、オ
イ
ル
等

は
、下
水
道
施
設
を
損
傷
す
る
だ
け
で

な
く
、火
災
や
爆
発
を
起
こ
す
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の

(

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
生
理
用
品
等)

は
、
下
水
管
を

詰
ま
ら
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当
・
金
田)

　
　

☎
32
‐
１
３
４
１

問

※お問い合わせ先 町エネルギー政策課 防災･原子力対策室(担当・三田)　 ☎32‐6716

実 施 日 時 情報伝達手段 放 送 内 容

8月23日(水)

午前11時頃
屋外スピーカー

防災情報伝達システムを用いた全国一斉の

注)当日は、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が実施されます。

緊急情報の伝達試験を実施します

< チャイム >

｢これは、Jアラートのテストです。｣　(3回)

こちらは、防災美浜町です。

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
令
和
5
年
第
3
回

美
浜
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
の

指
名
推
選
に
よ
り
次
の
方
々
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
5
年
7
月
3
日
か
ら
令

和
9
年
7
月
2
日
で
す
。

　

こ
の
期
間
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
関
す
る

事
務
及
び
す
べ
て
の
選
挙
に
つ
い
て
投
開

票
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

▼
選
挙
管
理
委
員

・
玉
井
芳
夫
氏(

早
瀬)

・
寺
下
喜
幸
氏(

佐
田)

・
西
島
健
氏(

興
道
寺)

・
橋
本
八
十
男
氏(

久
々
子)

▼
補
充
員

・
浅
妻
丈
浩
氏(

大
藪)

・
中
瀨
博
信
氏(

興
道
寺)

・
藤
田
俊
一
氏(

菅
浜)

・
山
口
憲
人
氏(

日
向)

　

ま
た
、
同
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長

に
橋
本
八
十
男
氏
が
、
委
員
長
の
職
務
代

理
者
に
西
島
健
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

同
補
充
員
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て

※
50
音
順
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
氏
名
に
旧
字
体
や
俗
字
等
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合

は
、
常
用
漢
字
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
総
務
課(
担
当･

山
口)  

☎
32
‐
６
７
０
０

問

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
新
規
交
付
に
つ
い
て

7
月
1
日
か
ら
道
路
交
通
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
主
な
対

象
と
す
る
車
両
区
分｢

特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車｣

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。　

　
　

町
税
務
課(

担
当
・
浅
妻)

　
　

☎
32
‐
６
７
０
２

問

　

原
動
機
付
自
転
車
の
う
ち
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
も
の

　

・
最
高
速
度　

20
㎞
／
ｈ
以
下

　

・
定
格
出
力　

０
・
６
㎾
以
下

　

・
長　
　

さ　

1
・
9
ｍ
以
下

　

・
幅　
　
　
　

0
・
6
ｍ
以
下

●

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
要
件

年
額
２
，
０
０
０
円

●

税
率

※
従
来
の
原
動
機
付
自
転
車
と
同
様
に
、
軽
自
動
車
税

(

種
別
割)

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

町
税
務
課
の
窓
口
に
て
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。交
付
の

際
は
、次
の
必
要
書
類
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

・
販
売
証
明
書
ま
た
は
譲
渡
証
明
書

　

・
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
証
明
書

　

・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
書

類(

製
品
カ
タ
ロ
グ
、
型
式
認
定
番

号
標
、
性
能
等
確
認
実
施
機
関
に
よ

る
性
能
等
確
認
シ
ー
ル
等)

　

な
お
、
従
来
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

持
っ
て
い
る
人
で
、
特
定
原
動
機
付
自
転

車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
へ
の
交
換
を
希

望
す
る
場
合
は
、
交
付
さ
れ
た
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

※
同
じ
ナ
ン
バ
ー
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ナ
ン
バ
ー
が
変
わ
る
た
め
、
自
賠
責
保
険
等

の
変
更
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
国
一
斉｢

こ
ど
も
の
人
権
相
談｣

強
化
週
間
に
つ
い
て

　

い
じ
め
や
虐
待
、学
校
生
活
、家
庭
の
問

題
等
、こ
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
悩
み
ご
と

や
心
配
ご
と
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　

福
井
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
４
２
１
０

問
8
月
23
日(

水)

〜
29
日(

火)

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●

日　

時

※
期
間
中
の
土
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０(

通
話
無
料)

●

相
談
専
用
電
話

　
　
　
　

(

こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番)

　

ア
カ
ウ
ン
ト
名
：
Ｓ
Ｎ
Ｓ
人
権
相
談

　

検
索
Ｉ
Ｄ
：@

sn
sjin
ken
so
u
d
an

●

Ｓ
Ｎ
Ｓ(

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ)

に
よ
る
人
権
相
談

友達登録は
こちら

　
　

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
会

　
　

☎
０
７
７
６
‐
54
‐
６
３
３
０

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
中
西)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
４

問 後
期
高
齢
者
の
方
へ

無
料
の
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
を
対
象

に
、福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
歯
科
健
診
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の

で
、県
内
個
別
歯
科
医
療
機
関
に
予
約
の

上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
い
ず
れ
か
の
方

　

①
令
和
5
年
4
月
1
日
時
点
で
78
歳
・

79
歳
の
方(

個
別
に
通
知)

　

②
78
・
79
歳
以
外
の
方
で
、歯
科
健
診
を

希
望
す
る
方(

町
健
康
福
祉
課
窓
口

で
発
行(

上
限
30
名))

●

受
診
券
発
行
対
象
年
齢

発
行
日
か
ら
お
お
む
ね
3
カ
月

●

受
診
期
限

県
内
の
個
別
歯
科
医
療
機
関

●

受
診
場
所

※
受
診
可
能
な
医
療
機
関
一
覧
に
つ
い
て
は
、
受
診
券

に
同
封
し
ま
す
。

地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査
に
係
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

は
あ
と
ぴ
あ
大
浴
場
の

利
用
中
止
に
つ
い
て

　
　

内
閣
府
政
策
統
括
官

　
　

防
災
担
当
・
防
災
計
画
担
当　
　
　

☎
03
‐
３
５
０
１
‐
６
９
９
６

問
　

地
震
防
災
対
策
で
は
、減
災
目
標
の
達

成
に
向
け
、地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、内
閣
府
で
は
、今
後
の
防
災
対

策
に
向
け
、皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、避
難
意
識
等
に
関
す
る
調
査
を
実

施
し
ま
す
。1
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
回
答

い
た
だ
き
た
く
、ぜ
ひ
ご
意
見
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

7
月
〜
8
月
頃(

予
定)

●

実
施
期
間

●

回
答
フ
ォ
ー
ム

・
回
答
は
1
人
1
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

　

・
回
答
の
途
中
で
、回
答
状
況
を
一
時
保

存
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
選
択
式
の
設
問
は
該
当
す
る
選
択
肢

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、記

述
式
の
設
問
は
、可
能
な
限
り
具
体
的

に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　

・
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、個
人
が

特
定
で
き
な
い
よ
う
取
り
ま
と
め
後
、

今
後
の
防
災
対
策
の
検
討
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●

注
意
事
項

回答は
こちらから

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
田
村)

　
　

☎
32
‐
６
７
０
４

問
　

ボ
イ
ラ
ー
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
工
事

の
た
め
、次
の
期
間
利
用
を
中
止
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

8
月
17
日(

木)

〜
10
月
12
日(

木)

●

利
用
中
止
期
間

↑電動キックボード

ナンバープレート
イメージ
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●

募
集
人
員

2
名
程
度

●

受
験
資
格

・
平
成
8
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
18
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、高
等
学

校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者

●

受
付
期
間

7
月
31
日(

月)

〜
8
月
18
日(

金)

●

第
1
次
試
験
日
時

9
月
17
日(

日) 

午
前
9
時
か
ら

敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
吏
員
を

募
集
し
ま
す

●

そ
の
他

　

詳
細
は
、敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
本

部
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

敦
賀
美
方
消
防
組
合消

防
本
部
総
務
課

☎
22
‐
９
９
９
１

問
　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
で
は
、令
和
6
年

4
月
採
用
の
消
防
吏
員
採
用
候
補
者
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

第36回美浜町民レガッタ
参加クルー募集！

申込締切

会 場

県立久々子湖ボートコース

(500 ｍ )

8月6日 (日 )
午後 5時まで

※お問い合わせ先　　第36回美浜町民レガッタ実行委員会事務局
　　　　　　　　　  (町生涯学習推進課内) (担当･今安)　 ☎32‐6709

種目 ( 男 ･ 女区分 ) 漕手 4 人の合計年齢
または漕手について

一般

ガッツマンの部 ( 男子 ) 160 歳未満

ジェントルマンの部 ( 男子 ) 160 歳以上

シニアの部 ( 男子 ) 180 歳以上

スーパーシニアの部 ( 男子 ) 200 歳以上

レディーの部 ( 女子 ) 160 歳未満

マダムの部 ( 女子 ) 160 歳以上

ミックスの部 ( 男女混成 ) 男 2 名以内
年齢制限なし

小学生の部 ( 区分なし ) 小学生で 4 年生以上のみ
男女問わない

中学生の部 ( 区分なし ) 中学生のみ
男女問わない

交流

交流男子の部 ( 男子 )
※上限 60 クルー

年齢 18 歳以上
町内居住・勤務者 2 名まで

交流女子の部 ( 女子 ) 年齢 18 歳以上
町内居住・勤務者 2 名まで

交流議会議員の部 ( 区分なし ) 町内外の議会議員で構成

■ 部 門■ 参加資格

・一般部門　 クルー全員が町内に居住または

勤務する方

・交流部門 　 18 歳以上 ( 町内に居住または

勤務する方は 2 名まで )

■ クルー構成

　1 クルーは監督 1 名、選手 7 名以内の登録。

　漕手は、経験者 1 名以内。

■ 参加料 (1クルー当たり )

・一般部門　5,000 円

　（小学生の部 ･ 中学生の部は無料）

・交流部門　6,000 円

■ 初心者ボート講習会

　9 月 3 日 ( 日 )、9 月 9 日 ( 土 ) に、乗艇

中の事故等を防止するため、講習会を開催し

ます。｢ 初参加のクルー ｣ や ｢ 自信のないク

ルー ｣ のコックス及び漕手 1 名以上は、い

ずれかの講習会を必ず受講してください。

募
集･

申
請
等

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

団
体
・
企
業
を
募
集
し
ま
す

美
浜
町
き
ら
り
公
務
員

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
を
募
集
し
ま
す

　
　

町
総
務
課(

担
当
・
山
口)

　
　

☎
32
‐
６
７
０
０

問
　

町
で
は
、町
役
場
で
の
実
務
を
経
験
し
、

仕
事
の
や
り
が
い
や
魅
力
を
感
じ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

生
を
募
集
し
ま
す
。

●

募
集
期
間

　

随
時(

令
和
6
年
3
月
末
ま
で)

●

期　

間

5
日
〜
最
大
1
カ
月
程
度

●

対　

象

　

大
学
院
・
大
学
・
専
門
学
校
・
高
専
等

に
在
学
中
の
学
生

●

時　

給

　

９
２
２
円(

別
途
交
通
費
支
給)

　

遠
方
か
ら
申
込
を
さ
れ
た
方
に
は
、

宿
泊
施
設
を
準
備
し
ま
す
。
制
度
の
詳

細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●

申　

込

　

申
込
書
を
町
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
日
数
や
時
間
帯
等
は
相
談
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

※
申
込
書
の
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※お問い合わせ先 町土木建築課 (担当・川畑 )☎ 32‐6707

美浜町老朽危険空家等解体撤去事業補助金を拡充しました

　町では、増加する空家等の解体撤去を促進するため、老朽化し危険な状

態にある空家等の除却に要する費用の一部を補助しています。

　7月1日からは、期間限定の特例として、補助限度額の引き上げと補助

対象に倉庫・蔵等を追加し、集中的に空家等の除却を促進します。

■補助対象者
次のいずれかに該当する方

①町内にある老朽危険空家等の所有者等

② 町内にある老朽危険空家等の所有者等から解体

撤去について委任を受けた方

■補助対象老朽危険空家等
　老朽化した危険な空家等のうち、美浜町空家等対

策協議会で補助金の付与が認められた空家

■補助額
区分 補助額 加算額

特定空家
対象工事に要する費用の 3 分の 1 以内
( 限度額：50 万円→拡充後 100 万円 )

50 万円

準特定
空家

対象工事に要する費用の 3 分の 1 以内
( 限度額：30 万円→拡充後 60 万円 )

30 万円

倉庫・蔵等
( 特定空家相当 )

対象工事に要する費用の 3 分の 1 以内
( 対象外→拡充後限度額：60 万円 )

30 万円

　補助額の加算は、次のいずれかの

要件を満たす場合、適用されます。

　①主たる構造が木造以外

　　( 老朽空家に限る )

　②延べ床面積が 200 ㎡以上

　③ 敷地が狭い道路沿い ( 幅員 3m

未満 ) または未接道

美浜町老朽危険空家等解体撤去事業補助金を拡充しました

補助対象老朽危険空家等

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
幸
光)

　
　

☎
32
‐
６
７
０
４

問
　

町
で
は
、健
康
づ
く
り
の
意
識
を
町
全
体

に
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
団
体
・
企
業
等
の
表
彰
制
度
を

新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
や
企
業
の
従
業
員
等
の
健
康

づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
う
団

体
・
企
業
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●

対　

象

　

①
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
地
区

　

②
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
町
内
企
業

　

③
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
町
内
各
種

団
体

●

表
彰
内
容

　

げ
ん
げ
ん
歩プ

ラ

ス

楽
寿
7
つ
の
健
康
行
動
を

実
践
し
て
い
る
活
動
や
地
域
住
民
・
企
業

の
従
業
員
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
等
を

表
彰
し
ま
す
。

●

申
込
期
限

11
月
10
日(

金)

●

申
込
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等
で
町
健
康
福
祉

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

そ
の
他

　

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
他
薦
の

場
合
は
、
申
込
前
に
候
補
者
の
承
諾
を
得

て
く
だ
さ
い
。

開催日

10 月 14 日 ( 土 )・15 日 ( 日 )
(14 日は交流部門・15 日は一般・交流部門 )

■拡充期間
令和8年3月31日まで(※)

※ 拡充期間終了後は、補助限度額が引き下がり、倉庫・蔵等が補助
対象外となります。期間中の解体をご検討ください。

■ 申し込み

　参加申込書の様式は、町ホームページからダウンロードできます。

※ 交流男子の部については、60 クルーを超える申し込みがあった場合、
抽選となります。

※
申
込
書
の
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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※お問い合わせ先 夏フェスタ美浜実行委員会事務局(株式会社旅工房内) ☎32‐6666

夏フェスタ美浜2023を
　　　　　　開催します

8 月 19 日 ( 土 )

開場：正午　開演：午後 1 時

屋外映画：午後 7 時～

打上花火：午後 8 時 45 分～

■日　時

美浜町総合運動公園■場　所

■概　要
　各種ステージパフォーマンスや屋台、キッチン

カー、野外スポーツ体験等が行われます。

　夜には、屋外映画の上映が行われた後、約 15 分間

花火が打ち上げられ、美浜の夜空を彩ります。

　上映する映画の詳細等は、ホームページをご覧く

ださい。

●

対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と

　

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
令
和
5
年
度

に
お
い
て
県
が
実
施
す
る｢

子
育
て

支
援
員
研
修(

地
域
保
育
コ
ー
ス)｣

を
受
講
し
、
修
了
す
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と

　

・
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と(

世
帯

全
員)

　

・
同
様
の
助
成
等
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

●

申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、町
こ
ど

も
未
来
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対
象
経
費

　

集
合
研
修
会
場(

越
前
市)

ま
で
の
鉄
道

運
賃(

旅
客
運
賃)

●

申
請
期
限

研
修
修
了
か
ら
１
カ
月

子
育
て
支
援
研
修
を
受
講
す
る
際
の

交
通
費(

鉄
道
運
賃)

を
助
成
し
ま
す

●

そ
の
他

　

詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。町

こ
ど
も
未
来
課(

担
当
・
本
間)

☎
32
‐
６
７
１
３

問
　

町
で
は
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

人
材
の
確
保
を
目
的
に
、
県
が
実
施
す
る

令
和
5
年
度
子
育
て
支
援
員
研
修(

地
域

保
育
コ
ー
ス)

に
要
す
る
交
通
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

※
特
急
料
金
や
座
席
指
定
料
金
は
除
く

イ
ベ
ン
ト･

行
事

若
者
世
帯
の
住
宅
取
得
を支

援
し
ま
す

※お問い合わせ先 町まちづくり推進課移住定住・集落元気推進室 (担当・久木 )☎ 32‐6701

がんばる｢美浜人｣を応援します
　町では、町民一人ひとりの知恵と発想を最大限に生かし、活発なコミュニケーションを
通じて、地域が自立的に個性と魅力のあるまちづくりを行う団体に対して補助を行います。

■対象団体
　町内で活動している、主に町民で構
成される団体
※構成員が 3 人以上で、　2 分の 1 以上が町

民であること

■対象となる事業
　地域の活性化、ブランド力の強化
または地域の実情を踏まえた課題の
解決に資するもので、資金の使途が
明確で収支計画を含む事業計画の実
効性が高い事業
■補助額

補助対象経費の 5 分の 4 以内
※限度額は 1 団体あたり 40 万円まで

■その他
　申請書類等については、町ホー
ムページをご覧いただくか、お問
い合わせください。

◎久々子楽農クラブ

　高齢者がいきいきとした
日々を過ごすため、休耕田
を活用して畑作を行い、作
物の販売によって収益を得
ることや子どもたちとのイ
ベントを通して、生きがい
づくりと世代間交流を図り
ました。

◎遊 viva 美浜実行委員会

　「自分の好きな仕事や得意
なことが将来の起業や夢の
きっかけとなる ｣ ということ
を子どもや子育て世代の方
に伝えたいという思いから、
楽しみながら体験できる「遊
Viva 美浜」というイベント
を企画・開催しました。

秋に開催された収穫祭 こども屋台のスーパーボールすくい

■補助金採択団体
令和 4 年度に採択された団体の活動を一部紹介します。

■審査会の時期(予定)
8 月、10 月

未

※お問い合わせ先 町観光誘客課 (担当・中瀬 )☎ 32‐6705

三方五湖エリアで飲食空間・宿泊空間づくりに取り組む方を支援します

　町では、多様な自然を満喫できる三方五湖エリアにおいて、観光客の周遊及

び滞在を促進するため、地域資源を満喫できる飲食空間及び宿泊空間づくりに

取り組む方への支援を行います。

■補助対象者
　町内の三方五湖周辺地域において、地域資源
を活かした飲食施設または宿泊施設を新規出店
する者
■補助要件
次のいずれにも該当すること
① 三方五湖エリアが有する地域資源を満喫できる

新たな誘客コンテンツとして、飲食空間または
宿泊空間づくりを行う事業であること。

② 三方五湖エリアにおける観光客の周遊及び滞在
の促進に資する事業であること。

③ 3 年以上継続して営業する見込みであること。
④ 原則として当該施設を週 4 日以上営業する見込

みであること。
⑤ 政治的若しくは宗教的な活動または特定の者の

みを対象とする事業でないこと。

■補助額
補助対象経費の 3 分の 2
※上限額は 600 万円

■その他
　詳細は、町ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。

■採択方法
審査会により採択事業を決定

■応募期限
8 月 15 日 ( 火 )

■補助対象経費
経費の区分 補助対象経費

工事請負費 事業に要する建物の工事請負費(新築、改修)

委託料 測量設計・監理等の業務委託料

備品購入費 事業に必要となる設備・備品等の購入費

その他 町長が事業に必要と認める経費

＼詳細はこちら／町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

移
住
定
住
・
集
落
元
気
推
進
室

(

担
当
・
久
木)

☎
32
‐
６
７
０
１

問
　

町
で
は
、
若
者
世
帯
の
定
住
促
進
・
転

出
抑
制
を
目
的
に
、
町
内
に
居
住
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
住
宅
の
取
得
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

●

補
助
額

　

住
宅
の
取
得
に
要
す
る
経
費(

５
０
０
万

円
以
上)

の
１
０
０
分
の
5
で
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
こ
と
。(

上
限
１
０
０
万
円)

①
補
助
基
本
額
　
50
万
円

　

申
請
日
に
お
い
て
39
歳
以
下
で
構
成
さ

れ
る
夫
婦
で
あ
る
こ
と

②
加
算
額
　
50
万
円

　

申
請
日
に
お
い
て
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
と
同
居
す
る
子
育
て
世
帯
ま
た
は
町
内

建
設
業
者
を
利
用
す
る
こ
と

●

申
請
期
日

　

住
宅
の
建
築
補
助　

9
月
30
日
ま
で

　

住
宅
の
購
入
補
助　

11
月
30
日
ま
で

●

主
な
補
助
要
件

　

・
町
が
宅
地
分
譲
し
た
土
地
に
建
設
す

る
住
宅
で
な
い
こ
と

　

・
補
助
対
象
者
が
直
接
建
設
す
る
住
宅

で
な
い
こ
と

　

・
国
や
県
、
町
等
の
他
の
事
業
で
補
助

金
等
を
活
用
し
て
い
な
い
こ
と

■その他
　当イベントの開催にあたり、クラウドファ

ンディングを行っています。この企画に賛

同いただける方のご支援をお待ちしてい

ます。 ホームページは
こちら

●

そ
の
他

　

当
該
年
度
の
3
月
1
日
ま
で
に
建
設
工

事
及
び
購
入
に
係
る
支
払
い
を
完
了
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
該
補
助
事
業
は
、

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。
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去
る
6
月
2
日
、
道
の
駅
若
狭
美
浜
は

ま
び
よ
り
が
国
道
27
号
沿
い
に
オ
ー
プ
ン

し
、
美
浜
駅
前
へ
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
〝
道
の
駅
〞
と
い

う
視
点
か
ら
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、道
の
駅
と
は
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
休

憩
と
と
も
に
地
域
の
情
報
発
信
や
地
域
振

興
機
能
を
有
し
、国
土
交
通
省
に
登
録
さ

れ
た
施
設
で
す
。社
会
実
験
を
経
た
平
成
5

年
の
制
度
発
足
に
あ
た
り
、登
録
さ
れ
た
道

の
駅
は
１
０
３
駅
で
し
た
。そ
こ
か
ら
30
年

を
掛
け
普
及
し
た
結
果
、現
在
は
ま
び
よ
り

を
含
め
、全
国
で
発
足
当
初
の
10
倍
以
上
と

な
る
１
，２
０
４
駅
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
代
に
お
い
て
駅
と
い
え

ば
、
鉄
道
の
停
車
場
を
指
し
ま
す
が
、
鉄

道
が
な
か
っ
た
時
代
の
駅
は
道
に
置
か
れ

る
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
古
来
、
街
道
沿
い
に
設
け
ら
れ
た

宿
舎
や
厩

う
ま
や
等
は
駅
と
呼
ば
れ
て
い
た
た

め
、
古
来
の
駅
は
道
の
駅
で
あ
る
こ
と
が

当
然
だ
っ
た
の
で
す
。

　

で
は
、
美
浜
の
地
に
こ
の
駅
が
設
置
さ

れ
た
の
は
い
つ
頃
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
史
上
に
お
け
る
駅
整
備
の
端
緒
は

7
世
紀
半
ば
に
朝
廷
と
地
方
の
交
通
を
実

現
す
る
た
め
、道
の
開
削
と
併
せ
て
行
わ

れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、原
則
と
し
て
30
里

(

約
16
㎞)

毎
に
駅う
ま
や家
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
駅
家
は
、
身
分
の
高
い
人
物
や
公

用
の
使
者
で
あ
る
官
使
等
、
許
可
さ
れ
た

者
の
み
が
利
用
で
き
、
宿
や
食
事
が
提
供

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
駅え
き
ば馬
が
置
か
れ
官

使
は
、
駅
毎
に
馬
を
乗
り
継
ぎ
な
が
ら
重

要
な
情
報
等
を
運
び
ま
し
た
。

10
世
紀
に
編へ
ん
さ
ん纂
さ
れ
、当
時
の
さ
ま
ざ
ま

な
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
法
典｢

延え
ん
ぎ
し
き

喜
式｣

に
よ
れ
ば
、若
狭
国
に
は
北
陸
道
に
沿
い
弥

美
駅
と
濃の

お飫
駅
が
置
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
5
頭

の
馬
が
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。弥
美
駅
の
所

在
地
に
つ
い
て
は
、郷
市
、河
原
市
、木
野
、

中
寺
等
、複
数
の
説
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、

残
念
な
が
ら
特
定
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、現
在
の
は
ま
び
よ
り
か
ら
遠
く
な
い
位

置
に
古
代
の
駅
が
置
か
れ
て
い
た
可
能
性

は
高
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
時
代
が
下
る
と
若
狭
の
街
道
は

北
陸
道
か
ら
分
か
れ
、
丹
後
街
道
と
し
て

若
狭
国
の
幹
線
道
路
に
相
当
す
る
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
お
い
て

は
、
小
浜
藩
主
は
丹
後
街
道
か
ら
敦
賀
を

経
由
し
て
、
江
戸
に
向
う
参
勤
交
代
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
近
現
代
に
至
る
と
丹
後
街
道

に
準
じ
る
形
で
国
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
27
号

の
沿
線
地
域
は
大
変
長
ら
く
当
地
に
お
け

る
交
通
の
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
数

多
の
人
々
が
旅
の
途
中
に
、
駅
や
街
道
に

沿
っ
て
開
か
れ
た
市
で
英
気
を
養
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
在
り
し
日
の
光
景
が
、は
ま
び
よ
り

の
賑
わ
い
に
姿
を
変
え
て
戻
っ
て
き
た
こ

と
は
歴
史
の
必
然
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

(

美
浜
町
歴
史
文
化
館)↑道の駅若狭美浜はまびより

“道の駅”今昔語り

俳
　
句

水
無
月
俳
句
会

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿
）

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿
）

政
岡
　
弘
子
（
久
々
子
）

楠
　
充
代
（
佐
　
田)

楠
　
充
代
（
佐
　
田
）

下
駄
履
い
て
祇
園
祭
り
の
若
き
日
よ
　
　
　
　

水
溜
り
夏
蝶
集
ひ
旅
立
て
り

水
晶
浜
賑
わ
ひ
戻
る
砂
日
傘
　
　
　
　

新
調
の
網
戸
帰
省
の
子
ら
を
待
つ

蜘
蛛
の
囲
に
水
玉
光
る
朝
仕
事

　
　
　
　
　

黴
匂
ふ
釈
迦
の
涅
槃
図
色
褪
せ
て

青
す
だ
れ
蚊
帳
と
て
知
ら
ぬ
世
代
か
な

Mihama　Information

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

8
月
25
日(

金)

午
後
2
時
〜
3
時

●

日　

時

●

会　

場

な
び
あ
す

●

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●

定　

員

2
名(

要
事
前
申
し
込
み)

●

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

山
本)

☎
32
‐
６
７
０
４

問 ●

申　

込

8
月
18
日(

金)

ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 教

室･

講
座･

説
明
会
等

●

費　

用

１
，
０
０
０
円

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
夏
花
の
ハ
ン
ギ
ン
グ
ス
ワ
ッ
グ
づ
く
り

　

橙
黄
色
の
鮮
や
か
な
ベ
ニ
バ
ナ
を
メ
イ
ン

(
予
定)

に
、
小
花
を
ア
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

8
月
5
日(

土)

　

①
午
前
10
時
〜
／
②
午
後
1
時
〜

●

日　

時

●

定　

員

各
日
各
回
8
名

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
‐
６
１
６
２

8
月
は
、
他
に
も
、
収
穫
体
験
等
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
は
、
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ(

47
‐
６
１
６
３)

ま
た
は
メ
ー

ル(en
gei-ken

@
p
ref.fu

ku
i.lg.jp

)

で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
づ
く
り
教
室

8
月
20
日(

日)

、
27
日(

日)

　

両
日
と
も
に
午
前
10
時
〜
正
午

●

日　

時

●

費　

用

１
，
５
０
０
円

　

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
産
野
菜
を
使
っ
た
ハ
ヤ
シ
ラ
イ

ス
で
残
暑
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

8
家
族(

グ
ル
ー
プ)

※
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
2
〜
3
名
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

美
浜
町
子
ど
も･
子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

｢

ち
び
っ
こ
夏
祭
り｣

8
月
22
日(

火)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

●

日　

時

●

対　

象

町
内
在
住
の
在
宅
児
親
子

●

申　

込

8
月
7
日(

月)

〜
18
日(

金)

●

内　

容

　

出
店
で
遊
ん
だ
り
、
み
ん
な
で
踊
っ
た

り
し
て
夏
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

●

定　

員

30
組

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当･

山
田)

☎
32
‐
０
１
９
２

問 ●

講　

師

香
月
拓
氏

(

仁
愛
女
子
短
期
大
学

　
　
　

幼
児
教
育
学
科
准
教
授)

◆
育
児
講
座

｢

発
達
に
あ
っ
た
お
も
ち
ゃ
作
り｣

8
月
26
日(

土)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●

日　

時

●

対　

象

町
内
在
住
の
在
宅
児
親
子

●

申　

込

8
月
7
日(

月)

〜

8
月
18
日(

金)

●

内　

容

　

発
達
に
関
す
る
お
話
を
聞
い
た
り
、
年

齢
に
あ
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

●

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

●

定　

員

15
組

第
68
回
リ
サ
イ
ク
ル
展
を開

催
し
ま
す

●

会　

場

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

●

対
象
者

町
内
ま
た
は
敦
賀

市
内
在
住
で
展
示

品
を
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
る
方

問
　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
志
賀)

☎
32
‐
６
７
０
３

　
　

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
21
‐
１
１
５
３

　

敦
賀
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
ご

み
の
中
か
ら
、自
転
車
や
家
具
等
約
１
０
０

点
を
手
入
れ
し
て
展
示
し
、希
望
者
に
提

供(

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選)

し
ま
す
。

7
月
31
日(

月)

〜
8
月
4
日(

金)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

●

展
示
日
時

※
8
月
4
日
は
、午
後
7
時
ま
で
延
長
開
催
し
ま
す
。

8
月
7
日(

月)

午
前
10
時
〜

●

抽
選
日
時

※
自
転
車
は
、点
検
及
び
防
犯
登
録
に
要
し
た
費

用
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

8
月
7
日(

月)

抽
選
終
了
後
〜
午
後
4
時
30
分

8
月
8
日(

火)

〜
10
日(

木)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

●

引
き
渡
し
日
時

↑昨年展示された自転車


